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ⅠⅠⅠⅠ．「．「．「．「新型世界食料危機新型世界食料危機新型世界食料危機新型世界食料危機」」」」とはとはとはとは？？？？

①①①①新新新新しいしいしいしい多多多多くのくのくのくの原因原因原因原因※※※※１１１１によってによってによってによって発生発生発生発生しやすくなっているしやすくなっているしやすくなっているしやすくなっている食料危機食料危機食料危機食料危機※※※※２２２２、、、、
②②②②原因原因原因原因がががが世界中世界中世界中世界中のどこにでものどこにでものどこにでものどこにでも分布分布分布分布しているためいっそうしているためいっそうしているためいっそうしているためいっそう発生発生発生発生しやすくなってしやすくなってしやすくなってしやすくなって
いるいるいるいる食料危機食料危機食料危機食料危機、、、、
③③③③現象現象現象現象がががが自然災害型自然災害型自然災害型自然災害型でありかつでありかつでありかつでありかつ人災型人災型人災型人災型のののの両面両面両面両面をもっているだけでなくをもっているだけでなくをもっているだけでなくをもっているだけでなく、、、、自自自自
然災害然災害然災害然災害かかかか人災人災人災人災かかかか、、、、
④④④④真真真真のののの原因原因原因原因がはっきりしないがはっきりしないがはっきりしないがはっきりしない原因原因原因原因のためにのためにのためにのために起起起起きているきているきているきている食料危機食料危機食料危機食料危機、、、、
⑤⑤⑤⑤いくつかのいくつかのいくつかのいくつかの原因原因原因原因がががが複合複合複合複合してよりしてよりしてよりしてより大大大大きなきなきなきな影響影響影響影響をををを与与与与えるえるえるえる原因原因原因原因によるによるによるによる食料危機食料危機食料危機食料危機、、、、
同同同同じじじじ原因原因原因原因あるいはあるいはあるいはあるいは複合的複合的複合的複合的なななな原因原因原因原因によりによりによりにより
⑥⑥⑥⑥世界世界世界世界のののの各地各地各地各地でででで同時同時同時同時にににに発生発生発生発生するするするする食料危機食料危機食料危機食料危機。。。。

※※※※１１１１：：：：自然災害自然災害自然災害自然災害（（（（洪水洪水洪水洪水、、、、渇水渇水渇水渇水、、、、台風台風台風台風、、、、地震地震地震地震、、、、冷温冷温冷温冷温、、、、高温高温高温高温）、）、）、）、人災人災人災人災（（（（灌漑対策灌漑対策灌漑対策灌漑対策、、、、環境汚環境汚環境汚環境汚
染染染染）、）、）、）、植物伝染病植物伝染病植物伝染病植物伝染病、、、、家畜家畜家畜家畜・・・・家禽伝染病家禽伝染病家禽伝染病家禽伝染病、、、、人口増人口増人口増人口増、、、、農薬農薬農薬農薬、、、、食品添加物食品添加物食品添加物食品添加物、、、、飼料添加物飼料添加物飼料添加物飼料添加物、、、、遺遺遺遺
伝子組換伝子組換伝子組換伝子組換ええええ（GMO：Genetically Modified Organisms、 「ある動植物から特定のタンパ

ク質に対応する遺伝子を取り出し、改良する対象動植物の細胞に遺伝子を導入、細
胞がタンパク質を合成するようにさせること」（農水省））。

※※※※２２２２：：：：量量量量のののの満足満足満足満足・・・・質質質質のののの悪化悪化悪化悪化あるいはあるいはあるいはあるいは量量量量のののの不足不足不足不足・・・・質質質質のののの劣化劣化劣化劣化（胃腸的満足と身体
的・脳的満足の非同一性）





世界世界世界世界のののの飢餓人口飢餓人口飢餓人口飢餓人口：：：：９９９９億億億億２２２２，，，，５００５００５００５００万人万人万人万人

アジアアジアアジアアジア・・・・太平洋地域太平洋地域太平洋地域太平洋地域 ５５５５億億億億７７７７,８００８００８００８００万人万人万人万人
サハラサハラサハラサハラ砂漠以南砂漠以南砂漠以南砂漠以南ののののアフリカアフリカアフリカアフリカ ２２２２億億億億３３３３,９００９００９００９００万人万人万人万人
中南米中南米中南米中南米 ５５５５,３００３００３００３００万人万人万人万人
中東中東中東中東・・・・北北北北アフリカアフリカアフリカアフリカ ３３３３ ,7００００００００万人万人万人万人

（ＷＦＰ）



















いまなおいまなおいまなおいまなお、、、、家飼家飼家飼家飼いされるいされるいされるいされる豚豚豚豚（（（（浙江省浙江省浙江省浙江省））））







深刻化深刻化深刻化深刻化するするするする水不足水不足水不足水不足

多発多発多発多発するするするする洪水洪水洪水洪水









資料：「つくば・市民ネットワーク通信第２号」



ＧＭＯＧＭＯＧＭＯＧＭＯ政策政策政策政策、、、、ＥＵＥＵＥＵＥＵのののの例例例例：：：：    

2009 年8 月時点まで共存ルールに関する国内法を採択した国は16 ヵ国。オー

ストリア、ベルギー、チェコ、ドイツ、デンマーク、フランス、ハンガリー、リ

トアニア、ルクセンブルク、ラトビア、オランダ、ポーランド、ポルトガル、ル

ーマニア、スウェーデン、スロバキア。共存ルールに関するドラフトを欧州委員

会に通報した国は、フィンランド、スロベニアの2 ヵ国。 

 

「栽培」に関し各加盟国が共存ルールを策定、加盟国毎のルールに従って栽培。

欧州委員会は拘束力のないガイドライン（「遺伝子組換え作物と慣行・有機農業との

共存に関するガイドライン」（2003/556/EC））を発表、基本的な共存に関する方向

性を定めるが具体的なルール化は加盟国に委ねる。加盟国の気象条件や農業事情

生産される作物や経営構造が多様なことから、統一的なルールを定めることは困

難とされたことによる。 

農産物栽培はンシティブな問題であり、最終的な意思決定は加盟国間の差が大

きい。たとえば、交雑混入を防止するための隔離距離に関しても、トウモロコシ

の場合、ルクセンブルクの600mから、オランダの25m まで大きな違いがある。こ

の違いは加盟国の科学的知見が異なっているためではなく、加盟国の農業事情

（有機農業に対する姿勢や経営規模など）のほか、特にGMO に対する政治的な姿

勢が色濃く反映されている。 

EU における表示規制は、混入許容水準を0.9 ％と設定し、これ以下の意図せ

ざる混入に関しては表示免除としているが、加盟国が定めた共存ルールにおいて

は、この水準よりも低い水準を達成することを求めるようなルールを策定してい

る加盟国もある（農水省『ＥＵにおけるＧＭＯの規制、一般作物との共存政策に関する

状況調査』2009）。 



「ある動植物から特定のタンパク質に対応する遺伝子を取り出し、改良する対象動植物

の細胞に遺伝子を導入、細胞がタンパク質を合成するようにさせること」（農水省）。 

 

遺伝子組換え動植物の利点： 

病気に強い、除草剤に強い、害虫に強い、乾燥に強い。 

問題点： 

生物多様性への影響、食べた場合の人体への影響。 

生物多様性への影響：有害物質を生み出し、他の動植物に影響を与える、元の動植

物よりも繁殖力が強まったり雑草化する、自生したものが同種の植物と交雑する、耐

性害虫が生まれるなど。 

人体への影響：・食品アレルギー、害虫に影響があれば人間にも有害など。 

日本で栽培が承認されている農産物はいまのところ、トウモロコシ、大豆、セイヨウ

菜種、綿、アルファルファ（飼料）、バラ、カーネーションにとどまっている。    



写真ｂ　輸入港周辺で自生する遺伝子組換え植物
（セイヨウナタネ）

（農水省資料）



農水省農水省農水省農水省そのそのそのその他他他他によるとによるとによるとによると、、、、遺伝子組換遺伝子組換遺伝子組換遺伝子組換ええええ農産物農産物農産物農産物のののの最大最大最大最大のののの栽培国栽培国栽培国栽培国
ははははアメリカアメリカアメリカアメリカでででで、、、、2010年時点年時点年時点年時点でででで6680万万万万haのののの農地農地農地農地にににに、、、、トウモロコシトウモロコシトウモロコシトウモロコシ、、、、

大豆大豆大豆大豆、、、、綿綿綿綿、、、、菜種菜種菜種菜種、、、、てんさいてんさいてんさいてんさい、、、、アルファルファアルファルファアルファルファアルファルファ、、、、パパイヤパパイヤパパイヤパパイヤなどをなどをなどをなどを栽培栽培栽培栽培
しししし輸出輸出輸出輸出もしているもしているもしているもしている。。。。以下以下以下以下、、、、ブラジルブラジルブラジルブラジル2540万万万万ha、、、、アルゼンチンアルゼンチンアルゼンチンアルゼンチン2290
万万万万ha、、、、インドインドインドインド940万万万万ha、、、、カナダカナダカナダカナダ880万万万万ha、、、、中国中国中国中国350万万万万haなどなどなどなど、、、、地球地球地球地球
全体全体全体全体でででで1億億億億4800万万万万haにににに及及及及ぶぶぶぶ。。。。
これはこれはこれはこれは中国中国中国中国のののの総耕地面積総耕地面積総耕地面積総耕地面積にににに匹敵匹敵匹敵匹敵するするするする広大広大広大広大なななな面積面積面積面積。。。。

国際国際国際国際アグリバイオアグリバイオアグリバイオアグリバイオ事業団事業団事業団事業団（ＩＳＡＡＡ）（ＩＳＡＡＡ）（ＩＳＡＡＡ）（ＩＳＡＡＡ）によるとによるとによるとによると201年時点年時点年時点年時点でででで、、、、世界世界世界世界
でででで遺伝子組換遺伝子組換遺伝子組換遺伝子組換ええええ農産物農産物農産物農産物をををを生産生産生産生産しているしているしているしている国国国国はははは29カカカカ国国国国にににに上上上上るるるる（（（（栽培栽培栽培栽培
面積面積面積面積のののの少少少少ないないないない日本日本日本日本をををを加加加加えるとえるとえるとえると30カカカカ国国国国）。）。）。）。

日本日本日本日本のののの主主主主なななな遺伝子組換遺伝子組換遺伝子組換遺伝子組換ええええ農産物輸入農産物輸入農産物輸入農産物輸入ははははトウモロコシトウモロコシトウモロコシトウモロコシ、、、、大豆大豆大豆大豆などなどなどなど
だがだがだがだが、、、、2009年年年年にはにはにはにはトウモロコシトウモロコシトウモロコシトウモロコシををををアメリカアメリカアメリカアメリカ、、、、ウクライナウクライナウクライナウクライナなどからなどからなどからなどから
1600万万万万トントントントン、、、、大豆大豆大豆大豆ををををアメリカアメリカアメリカアメリカ、、、、ブラジルブラジルブラジルブラジル、、、、カナダカナダカナダカナダなどからなどからなどからなどから340万万万万トントントントン

輸入輸入輸入輸入。。。。日本日本日本日本はははは、、、、遺伝子組換遺伝子組換遺伝子組換遺伝子組換ええええ農産物農産物農産物農産物のののの世界有数世界有数世界有数世界有数のののの輸入国輸入国輸入国輸入国。。。。



ⅡⅡⅡⅡ．．．．中国中国中国中国とととと日本日本日本日本のののの状況状況状況状況



（高橋撮影）



















農薬過多農薬過多農薬過多農薬過多のののの問題問題問題問題（（（（日中共通日中共通日中共通日中共通）：）：）：）：

日本で、最初に薬剤耐性が発見されたのは1971年、
鳥取県の特産品である梨の“二一世紀”という品種
に発生する黒班病、がポリオキシンという抗生物質
では効かない事件が発生したとき、そして同じ1971
年、今度は山形県の稲にイモチ病の予防として散布
した農薬が耐性を持ったことが発見された。

薬剤耐性はその後、日本だけでなく世界中で大き
な問題になっている。







ⅢⅢⅢⅢ．．．．不可欠不可欠不可欠不可欠なななな日中米基軸日中米基軸日中米基軸日中米基軸のののの
国際農業国際農業国際農業国際農業（（（（食料食料食料食料））））協力機構協力機構協力機構協力機構のののの設置設置設置設置

＜＜＜＜環太平洋食料共同体環太平洋食料共同体環太平洋食料共同体環太平洋食料共同体（ＴＰＦＣ）（ＴＰＦＣ）（ＴＰＦＣ）（ＴＰＦＣ）のののの構想構想構想構想＞＞＞＞
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